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発を防ぐ事ができた 2 症例を経験したので報告する。 
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【方法】被験者は 15 名の 19～22 歳の女性であり、本実験
の意義については知らされていない。採取したデータのう





 刺激内容は Body Mass Index (BMI)が 18.3 から 45.4 の
9 個の女性の絵（F1 から F9 と設定）2）をランダムに提示
した。被験者は一回の実験で 297 試行（9 個×33 回）行っ
た。被験者は提示された絵に対し「痩せている」もしくは
「太っている」という判断を行った。判断結果はキーボー





















いう判断方向へシフトした（SE = 0.056、z = 3.631, p < 
0.0001）。また、PSE は満腹状態では 4.71± 0.25 であっ
たのに対し、空腹状態では 4.29 ± 0.30 であった（F1 を
1、F9 を 9 とする）。また、空腹から満腹になることで 0.418
だけ判断がシフトすることが示され（下図）、二つの条件
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